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脱炭素社会づくりに向けた熟議の輪を拡げる。

自然エネルギー 100%を目指す「持続可能
まちづくり」。電気・熱・交通での省エネ/
シェア/創エネ

 東京都、神奈川県、北海道、埼玉県、鹿児島県

 長野県

活動地域

活動地域

脱炭素市民討議開催・
検討都市 5 都市
参加・熟議型脱炭素
授業等実施校 3 校

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 50 ％

上田対話会議への
通算出席者 510 人
学生との断熱改修
ワークショップ 3 か所

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 70 ％

実 践

ひろげる助成

2年目

実 践

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
三つの活動を推進
① 脱炭素社会づくりに向けた地域レベルでの市民会議
の開催
　 川崎市をモデル都市として、川崎市地球温暖化防止
活動推進センターとの協働で、無作為抽出で選出の
一般市民（75人）による「脱炭素かわさき市民会議」
を開催し、77項目からなる市民目線での政策提言を
発信。この成果を基に川崎モデルを形成し、普及を目
指す
② 高校生・高専生向け参加・熟議型脱炭素・エネルギー
教育プログラムの開発・実践（筑波大学附属坂戸高
校、立命館慶祥高校、鹿児島高等専門学校）
③ 脱炭素転換に向けた若手人材の育成

活動内容と成果
● 市全体の課題である公共交通や人口密度を維持する
交通まちづくりは、同時に運輸部門で自動車からの
CO2排出を減らすことができる。そこで、市の課題を
市民と共有し対話する会を、上田市と共催で行って
きた（上田リバース会議と名付けた）
● 高校生、さらに大学生と一緒に断熱改修ワーク
ショップを行ってきた。上田高校の学生や先生と一
緒に教室を断熱改修した。また、信州大学の学生プロ
ジェクトや学習塾でも断熱を行った
● 活動内容は、信濃毎日新聞や市議会で好意的に取り
上げられた

課　題
脱炭素社会形成は、社会・まち・生活様式の変革、その
促進政策づくりと市民参加を必要とするが、日本社会
では、市民が討議を重ね意志を発信する参加・熟議が未
成熟である。

目　標
脱炭素転換に向けて、市民による徹底討議のための手
法開発を実践を通じて推進し、定着を目指すとともに、
若い世代を対象に参加・熟議に対する必要な能力を身
につけてもらう。

課　題
持続可能なまちづくりは重要だが①既存社会インフラ
が化石燃料多消費を前提②個別利害と全体最適な取組
みがずれる③短期的にはコスト高、で進みにくい。

目　標
2050年までに2013年度比実質100%の温室効果ガスの
排出削減を目指せる活動計画が上田地域全域で実行さ
れ、「自然エネルギー 100%地域」に近づいている。
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かわさき市民会議第6回　市民との集合写真かわさき市民会議第6回　市民との集合写真

上田高校での断熱改修ワークショップ上田高校での断熱改修ワークショップ

かわさき市民会議第6回討議のかわさき市民会議第6回討議の
様子様子

上田リバース会議での対話風景上田リバース会議での対話風景

目標に向け着実に前進している。2050年カーボンゼロへの内外の追い風を受け、
地域社会・高校・高専の教育現場と連携し、実践を積み上げ、脱炭素社会づくり参
加・熟議型のプログラムの完成・普及に全力をあげたい。

既存の社会構造を変えることをポジティブにとらえてもらえるように、継続して行
政との共催を続け、市民、市の職員や議員を巻き込んでいく。また、若い世代、さら
に企業への働きかけを継続していく。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
脱炭素市民会議では、市民から多様
な提案が出されたが、各提案につい
て、賛否など多くの見解が示され、
集約に苦労したこと。

■工夫した点
消極的意見が多数でない限り、可能
な限り提案を受け入れ、同時に参加
者に提案ごとに賛否投票を行い、投
票結果を提案とともに示した。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍で対話の機会
が限られ、Zoomやアンケート、個別
訪問でカバーしたが、スタッフの負
担が大きくなった。

■工夫した点
共感者を増やして、多くの人を巻き
込んで協力しあって続けられるよう
にと、上田ビジョン研究会を立ち上
げた。
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